
本
県
の
水
田
農
業
改
革
、
地
域

計
画
策
定
は
「
日
本
一
の
集
落
ビ

ジ
ョ
ン
」
づ
く
り
と
し
て
名
高
い
。

既
に
、
本
年
度
農
業
法
人
設
立
ま

で
こ
ぎ
つ
け
た
集
落
が
幾
つ
か
あ

り
、
さ
す
が
で
あ
り
ま
す
。
そ
も

そ
も
、
計
画
と
は
具
体
的
で
か
つ
、

達
成
が
可
能
な
仮
説
を
も
っ
て
策

定
さ
れ
る
も
の
で
す
。
適
切
な
現

状
把
握
に
基
づ
い
た
先
見
性
と
達

成
ま
で
の
段
階
的
な
き
め
細
か
い

行
程
づ
く
り
が
功
を
奏
し
ま
す
。

様
々
な
計
画
が
樹
立
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
目
標
未
達
成
と
か
地
域
住

民
へ
の
実
質
効
果
の
な
い
も
の
は

厳
し
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
体
に
、
な
お
一

層
の
奮
起
を
期
待
し
ま
す
。

─ 1 ─

今
月
の
ひ
と
こ
と

「
計
画
は
具
体
的
に

実
績
評
価
は
厳
し
く
」

岩
手
県
農
業
会
議
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桂
川
美
智
雄
さ
ん
に
皆
勤
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
校
長
の
式
辞
「
更
に
精
進
し
て
国
際
化
の

中
の
経
営
者
に
な
る
よ
う
」
の
式
辞
に
応
え
て
、

大
船
渡
市
の
大
和
田
勝
子
さ
ん
が
「
地
域
農
業

を
先
導
す
る
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
こ
と
を

誓
う
」
と
力
強
く
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

去
る
、
２
月
17
日
に
盛
岡
市
の
サ
ザ
ン
パ

レ
ス
フ
ォ
ル
テ
で
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
17

年
度
の
農
業
会
議
の
事
業
方
針
と
収
支
予
算

の
方
針
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
い
ま
し
た
が
、

国
の
三
位
一
体
改
革
で
補
助
金
が
交
付
金
化

さ
れ
る
な
ど
予
算
の
流
れ
が
不
明
確
な
面
も

踏
ま
え
て
了
解
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年

度
事
業
の
経
過
は
計
画
に
準
じ
て
実
施
さ
れ

て
い
る
が
「
地
域
農
業
再
生
運
動
」
が
最
終

年
度
に
な
っ
て
お
り
、
各
市
町
村
の
取
り
組

み
に
格
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
度

内
に
成
果
の
取
り
ま
と
め
を
行
な
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。
更
に
、
来
年
度
は
第
19
回
農
業

委
員
統
一
選
挙
が
あ
り
適
正
な
取
り
組
み
と

併
せ
て
、
女
性
や
青
年
農
業
者
・
認
定
農
業

者
の
登
用
を
拡
大
す
る
よ
う
申
し
合
わ
せ
ま

し
た
。

会
長
研
修
会
と
し
て
「
地
域
農
業
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
」
と
題
し
て
、
羽
多
實
氏
の

講
演
を
聴
講
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
集
落
営

農
の
重
要
性
や
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

で
㈲
佐
々
木
農
園
の
佐
々
木
勝
志
さ
ん
が
秋

山
会
計
事
務
所
の
社
長
か
ら
最
優
秀
経
営
者

賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
、
１
月
26
日
に
盛
岡
市
の
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
に
お
い

て
当
ス
ク
ー
ル
の
修
了
式
が
行
な
わ
れ
、
校
長

の
岩
手
大
学
農
学
部
長
か
ら
46
名
の
修
了
証

書
が
代
表
の
平
泉
町
山
平
勝
夫
に
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
ス
ク
ー
ル
は
、
県
内
の
認
定
農
業
者

か
ら
の
要
望
に
よ
り
平
成
15
年
度
か
ら
開
校

し
て
お
り
２
期
目
の
修
了
生
と
な
り
ま
す
。

地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
各
市
町
村
長
が

認
定
し
た
農
業
者
の
経
営
能
力
を
高
め
る
目

的
で
、
岩
手
大
学
・
県
・
農
業
会
議
・
認
定
農

業
者
組
織
連
絡
協
議
会
が
共
催
す
る
も
の
で
、

３
期
で
120
名
の

修
了
生
を
目
標

と
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
17
年

度
１
期
を
残
し

て
既
に
108
名
を

養
成
し
ま
し
た
。

副
校
長
の
農

業
会
議
中
野
会

長
か
ら
皆
勤
学

生
６
名
を
代
表

し
て
九
戸
村
の

平成17年３月22日号

去
る
、
２

月
18
日
に
県

内
の
女
性
農

業
委
員
76
名

を
代
表
し

て
、
岩
手
県

女
性
農
業
委

員
連
絡
協
議

会
会
長
の
熊

谷
富
民
子
さ

ん
ほ
か
６
名

が
県
庁
秘
書

課
応
接
室
に

増
田
知
事
を

訪
ね
て
親
し
く
懇
談
を
し
ま
し
た
。
各
市
町

村
の
農
業
委
員
に
選
ば
れ
て
女
性
の
視
点
で

特
に
、
地
産
地
消
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
食

農
教
育
や
、
家
族
経
営
協
定
を
末
端
現
場
に

お
い
て
実
現
す
る
た
め
委
員
会
に
提
案
し
て

組
織
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
実
例
を
報
告

し
ま
し
た
。
知
事
か
ら
は
「
県
と
し
て
も
男

女
共
同
参
画
施
策
は
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
県
内
１
１
１
０
名
の
農
業
委
員
の
中

で
積
極
的
に
活
躍
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
実
績

が
女
性
登
用
の
引
き
金
に
な
る
の
で
、
頑
張

っ
て
欲
し
い
」
と
励
ま
さ
れ
た
。

後
日
、
懇
談
内
容
を
テ
ー
プ
起
こ
し
を
し

て
報
告
書
と
し
て
関
係
者
に
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。

去
る
、
２
月
８
日
に
岩
手
大
学
農
学
部
に

お
い
て
、
昨
年
11
月
４
日
に
当
ス
ク
ー
ル
に

入
学
し
た
21
名
の
学
生
全
員
が
め
で
た
く
校

長
の
岩
手
大
学
農
学
部
長
か
ら
修
了
証
書
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
農
業
法
人
等
の
経
営
者
や
後
継
者

を
対
象
に
し
て
財
務
管
理
や
経
営
診
断
・
改

善
等
の
基
礎
知
識
と
経
営
戦
略
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
ゲ
ー
ム
で
経
営
者
と
し
て
の
先
見
性
、

決
断
力
、
行
動
力
等
を
養
成
す
る
も
の
で
す
。

当
ス
ク
ー
ル
の
運
営
の
一
部
を
独
立
法
人
に

な
っ
た
岩
手
大
学
農
学
部
に
委
託
す
る
新
し

い
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
県
の
支
援
で
農
業
会
議
等
が
育
成

し
た
有
限
会
社
等
の
農
業
法
人
が
県
内
で
約

120
法
人
に
達
し
て
お
り
、
本
県
農
業
を
担
う

会
社
と
し
て
経

営
者
の
資
質
向

上
対
策
の
一
環

と
し
て
岩
手
大

学
・
岩
手
県
農

業
会
議
・
岩
手

県
農
業
法
人
協

会
が
主
催
し
た

も
の
で
す
。

な
お
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー

ム
の
４
期
決
算

農業会議通信
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知
事
と
語
る
女
性
農
業
委
員

い
わ
て
農
業
者

ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
46
名
修
了

〜
皆
勤
賞
６
名
に
農
業
会
議
会
長
賞
〜

市
町
村
農
業
委
員
会

会
長
会
議
開
催

〜
統
一
選
挙
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
決
議
〜

い
わ
て
農
業
法
人

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
21
名
修
了

〜
最
優
秀
経
営
者
賞
に
花
巻
市
の
佐
々
木
さ
ん
〜



激
変
情
勢
へ
の
対
応
研
修
が
盛
況

〜
産
直
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
・
農
業
法
人
異
業
種
交
流
セ
ミ
ナ
ー
〜

激
変
情
勢
へ
の
対
応
研
修
が
盛
況

〜
産
直
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
・
農
業
法
人
異
業
種
交
流
セ
ミ
ナ
ー
〜

去
る
、
２
月
24
日
〜
25
日
に
盛
岡
市
つ
な

ぎ「
ホ
テ
ル
大
観
」で
県
下
の
産
直
、
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
の
経
営
者
を
対
象
に
し
た
「
経
営

者
セ
ミ
ナ
ー
」
を
は
じ
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

現
在
、
県
内
に
は
約
300
箇
所
の
常
設
産
直
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
年
々
、
消
費
者

フ
ァ
ン
が
拡
大
し
て
売
上
も
農
業
経
営
の
重

要
な
所
得
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
納

税
対
策
や
経
営
体
の

適
正
化
と
併
せ
て
、

消
費
の
求
め
る
産
直

の
姿
や
年
間
を
通
し

た
商
品
づ
く
り
等
の

課
題
も
あ
り
ま
す
の

で
、
地
場
産
業
や
小

売
業
界
等
の
経
営
革

新
や
体
制
整
備
に
つ
い
て
、
岩
手
日
報
社
の
小

笠
原
編
集
委
員
、
阿
部
製
粉
株
式
会
社
の
阿
部

社
長
の
講
演
と
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
産
直

で
あ
り
ま
す
青
森
県
名
川
町
の
「
チ
ェ
リ

ー
セ
ン
タ
ー
」
の
会
長
ほ
か
経
営
者
の

方
々
の
実
践
活
動
を
聴
講
し
、
ま
た
、
課

題
別
分
科
会
で
も
研
鑽
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
３
日
に
は
盛
岡
市
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
に
お
い
て
、
本
県
農

業
を
担
う
農
業
法
人
を
対
象
に
異
業
種

交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
約
100
名
の
参
加
を
得

て
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。
明
確
な
農

業
の
担
い
手
と
し
て
有
限
会
社
等
の
農

業
法
人
は
最
終
目
標
で
あ
り
、
本
県
に
お
い

て
も
県
の
施
策
で
農
業
会
議
等
が
設
立
支
援

を
し
た
法
人
が
平
成
５
年
か
ら
既
に
120
社
に

及
ん
で
い
ま
す
。

併
せ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化

に
機
敏
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
経
営
指
導
も

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
の

取
り
組
み
を
、
㈱
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
戸
井

和
久
シ
ニ
ア
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ザ
ー
と
中
野

勝
釋
食
品
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
さ
ら
に
岩
手
県

商
工
会
連
合
会
の
高
橋
君
雄
指
導
部
長
に
、

岩
手
県
の
商
工
業
経
営
革
新
の
現
状
を
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
合
討
議
で
は
農
業
経

営
者
は
常
に
消
費
者
を
意
識
し
た
商
品
作
り

と
効
果
的
な
流
通
形
態
を
経
営
の
ポ
イ
ン
ト

に
す
る
必
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

何
れ
も
、
後
日
、
テ
ー
プ
起
こ
し
を
し
て
報

告
書
と
し
て
関
係
者
に
お
届
け
す
る
予
定
で

す
。

○
10
ア
ー
ル
の
農
地
で
営
農
し
て
も
農

業
者
に
な
れ
る
町
が
あ
る
と
聞
き
ま
し

た
が
詳
し
く
知
り
た
い
。

（
盛
岡
市
　
M
生
）

国
の
構
造
改
革
特
区
制
度
に
本
県
の

遠
野
市
と
雫
石
町
が
申
請
を
し
て
認
め

ら
れ
た
も
の
で
、
当
該
市
町
に
定
住
し

て
農
業
を
営
む
こ
と
な
ど
の
諸
条
件
を

満
た
し
て
農
業
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る

も
の
で
す
。
詳
し
く
は
当
該
市
町
農
業

委
員
会
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
制
度
は
全
国
展
開
さ
れ
る

方
向
で
現
在
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

（
菅
原
　
調
査
役
）

○
今
後
、
小
規
模
の
農
家
や
兼
業
農
家

は
切
り
捨
て
ら
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
が

本
当
で
す
か
。

（
矢
巾
町
　
Ｔ
生
）

国
の
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
」
が
見
直
さ
れ
て
、
担
い
手
に
対

す
る
新
し
い
経
営
安
定
対
策
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。
お
尋
ね
の
小
規
模
な
農
家
や

兼
業
農
家
も
５
年
以
内
に
法
人
化
す
る
こ

と
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た
す
集
落
営
農

に
参
画
す
る
こ
と
で
明
確
な
担
い
手
に
な

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
市
町
村
の
農
政
担
当

課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
三
浦
部
長
）

○
い
わ
て
農
業
者
ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
の
修

了
式
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
入
学
を
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

（
二
戸
市
　
H
生
）

認
定
農
業
者
等
を
対
象
に
県
と
岩
手
大

学
農
学
部
・
農
業
会
議
・
岩
手
県
認
定
農

業
者
組
織
連
絡
協
議
会
が
共
催
し
て
開
校

し
て
い
る
も
の
で
す
。
２
年
間
で
１
０
８

名
の
修
了
生
と
な
り
、
各
地
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
終
了
後
も
引
き
続
き
自
分
の
経

営
を
検
討
し
合
え
る
同
窓
会
活
動
も
あ
り

ま
す
。
来
年
度
も
開
校
し
ま
す
の
で
、
市

町
村
の
農
政
担
当
課
に
相
談
し
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
（
事
務
局
　
村
上
次
長
）

●
質
問
・
意
見
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

E-m
ail:in

fo@
iw
ate-ca.or.jp

農業会議通信 平成17年３月22日号

─ 3 ─

回
答

回
答

回
答

新
し
い
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

で
は
、
政
策
支
援
を
明
確
な
担
い
手
に
集
中

的
に
行
な
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
定
農
業

者
と
農
業
法
人
を
主
体
と
し
て
集
落
営
農
の

経
営
体
を
支
援
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
年
度
中
に
法
人
設
立
を
希
望
す
る
大
規
模

農
業
経
営
者
が
急
増
し
ま
し
た
。

本
年
度
中
に
25
法
人
以
上
が
設
立
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
り
、
平
成
５
年
度
か
ら
農
業
会

議
と
農
協
中
央
会
が
県
の
支
援
を
受
け
て
法

農
業
法
人
設
立
が
急
増



７
千
人
名
で
受
給
額
58

億
円
あ
り
、
改
め
て
、

年
金
の
必
要
性
を
意
識

統
一
し
て
よ
り
充
実
し

た
新
制
度
へ
の
県
内
加

入
目
標
４
２
０
０
名
の

達
成
を
申
し
合
わ
せ
ま

し
た
。

人
育
成
を
は
じ
め
て
12
年
間
で
120
法
人
以
上

が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
後
は
他
産
業
の
所
得

水
準
以
上
の
所
得
を
得
る
農
業
経
営
を
目
指

し
て
経
営
改
善
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
育
成

支
援
と
併
行
し
て
資
質
向
上
指
導
に
万
全
を

期
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

新
規
法
人
の
会
社
経
営
者
は
岩
手
県
農
業

法
人
協
会
に
加
入
す
る
な
ど
組
織
の
一
員
と

し
て
自
ら
も
幅
広
い
研
鑚
を
積
ま
れ
て
立
派

な
経
営
者
に
な
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

去
る
、
２
月
14
日
に
盛
岡
市
に
お
い
て
岩

手
県
農
業
者
年
金
協
議
会
の
代
議
員
研
修
会

を
行
な
い
ま
し
た
。
農
業
の
担
い
手
と
し
て

後
継
者
に
経
営
移
譲
し
た
後
の
老
後
の
生
活

を
安
定
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
県

新
規
就
農
相
談
会
に
行
列

去
る
、
１
月
15
日
に
新
規
就

農
相
談
セ
ン
タ
ー
が
盛
岡
市
の

マ
リ
オ
ス
で
「
新
・
農
業
人
フ

ェ
ア
」
を

開
催
し
ま

し
た
。
85

名
の
農
業

参
入
希
望

者
が
来
場

し
て
職
業

と
し
て
の
農
業
に
関
心

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

高
ま
る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

見
直
し
へ
の
関
心

３
月
閣
議
決
定
す
る
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」
に
各
農
業
委
員
や
認
定
農
業

者
が
高
い
関
心
を
示
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

政
策
支
援
対
象
の
明
確
な
担
い
手
の
範
囲
が

注
目
を
集
め
て
お
り
、
農
業
会
議
職
員
が
手

分
け
を
し
て
県
内
各
地
を
飛
び
回
っ
て
い
ま

す
。

ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
同
窓
会
に
多
数
参
集

去
る
、
２
月
22
日
に
盛
岡
市
つ
な
ぎ
「
ホ

〇
　
農
業
会
議
設
立
50
周
年
を
記
念
し
て
発

刊
し
た
農
業
会
議
通
信
で
す
が
、
今
年
度
最

後
の
４
号
と
な
り
ま
し
た
。
３
ヵ
月
は
、
あ

っ
と
い
う
間
に
来
ま
す
の
で
、
職
員
に
は
多

忙
の
と
こ
ろ
話
題
を
提
供
し
て
も
ら
い
大
変

苦
労
を
掛
け
ま
し
た
。

〇
　
三
位
一
体
改
革
や
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」
の
見
直
し
等
、
大
き
な
改
革

が
進
ん
だ
今
年
度
で
し
た
が
、
県
内
の
認
定

農
業
者
を
は
じ
め
農
業
法
人
や
産
直
等
、
農

村
の
経
営
者
が
一
段
と
意
識
改
革
に
目
覚
め

た
こ
と
が
各
地
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
度

は
、
点
か
ら
面
に
広
げ
る
年
に
し
た
い
も
の

で
す
。

〇
　
地
方
や
地
域
・
経
営
体
等
の
企
画
力
と

自
主
性
が
不
可
欠
な
行
政
改
革
に
な
っ
て
い

ま
す
。
革
新
的
な
事
業
展
開
計
画
を
政
策
支

援
項
目
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
集
落
営

農
も
限
り
な
い
夢
が
実
現
で
き
る
経
営
体
で

す
。

〇
　
農
業
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
の
激
変
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
温
暖
化
等
の
気
象
変
化

も
今
後
の
農
業
展
開
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
県
は
技
術
先
行
型

の
農
業
振
興
が
重
要
で
す
の
で
、
試
験
研
究

機
関
の
画
期
的
な
新
技
術
開
発
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

〇
　
農
業
会
議
の
業
務
は
元
よ
り
当
通
信
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
１
年
間
お
付
き
合
い
頂
き

ま
し
て
、
ま
た
、
数
々
の
ご
意
見
や
ご
指
導

を
受
け
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
度
も
引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

（
由
）

農業会議通信
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平成17年３月22日号

編
集
・
発
行
人
／
事
務
局
長
・
佐
々
木
由
勝
　
〒
０
２
０
│
０
０
２
４

盛
岡
市
菜
園
一
丁
目
４
番
10
号（
第
二
産
業
会
館
４
階
）

電
話
〇
一
九
│
六
二
六
│
八
五
四
五
　
　
印
刷
／
川
口
印
刷
工
業
株
式
会
社

３月24日　第80回農業会議定期総会
（盛岡市　エスポワールいわて）

４月１日　農業会議辞令交付式（農業会議　会長室）
４月11日　第295回常任会議会議

（盛岡市　エスポワールいわて）
５月10日　第296回常任会議員会議

（盛岡市　エスポワールいわて）
５月上旬　市町村農業委員会事務局長会議（盛岡市）
５月中旬　市町村農業委員会会長会議（盛岡市）
６月10日　第297回常任会議員会議（盛岡市）
６月上旬　市町村農業委員会事務局担当者会議

（盛岡市）

4月～6月

庁
農
林
水
産
部
農
業
普
及
技
術
課
の
春
日
川

主
任
主
査
か
ら
は
家
族
経
営
協
定
の
締
結
で

保
険
料
の
積
立
金
に
政
策
支
援
を
活
用
す
る

こ
と
、
農
協
中
央
会
の
高
橋
参
与
か
ら
は
集

落
営
農
の
組
織
化
で
経
営
安
定
と
農
業
者
年

金
加
入
を
推
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。

現
在
の
県
内
受
給
者
は
旧
制
度
で
約
２
万

農農農農
業業業業
者者者者
年年年年
金金金金
協協協協
議議議議
会会会会
代代代代
議議議議
員員員員
研研研研
修修修修
会会会会

〜
老
後
生
活
の
保
障
確
認
〜

テ
ル
紫
苑
」
で
ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
の
１
期
・

２
期
の
修
了
生
108
名
中
、
約
50
名
が
恩
師
と

慕
う
岩
手
大
学
農
学
部
の
木
村
副
学
部
長
を

囲
ん
で
修
了
後
の
経
営
課
題
を
議
論
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
今
後
の
発
展
に
繋
が

り
ま
す
。

今
年
度
、
最
後
の
常
任
会
議
員
会
議
開
催

去
る
、
３
月
10
日
に
盛
岡
市
エ
ス
ポ
ワ
ー

ル
い
わ
て
に
お
い
て
、
第
294
回
目
の
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
農
地
法
の
許
可
案
件
と

農
振
地
域
整
備
に
係
る
意
見
聴
取
に
加
え
て
、

３
月
24
日
の
第
80
回
農
業
会
議
総
会
案
件
の

協
議
を
行
い
了
解
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

経
営
基
盤
強
化
促
進
等
検
討
会
会
開
催

去
る
、
３
月
10
日
〜
11
日
に
盛
岡
市
つ
な

ぎ
「
ホ
テ
ル
紫
苑
」
に
お
い
て
、
持
ち
回
り

開
催
さ
れ
て
い
る
当
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

三
位
一
体
改
革
に
よ
り
交
付
金
化
す
る
担
い

手
育
成
対
策
に
つ
い
て
、
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
等
の
議
論
が
白
熱
し
ま
し
た
が
、

東
北
農
政
局
が
本
省
と
の
協
議
を
残
す
部
分

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
次
年
度
以
降
は
新
た

な
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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